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－ 1 －

学校　　年　　組 氏名

　次の問いに答えなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６点×５＝３０点)
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　を計算しなさい。

（２）　　　
 
＋

 　　＝　 を b について解きなさい。ただし，どの文字も０ではないものとする。

（３）　a2 － 
b2   － 

c2   － ２a  ＋２bc  ＋  １　を因数分解しなさい。

（４）　１００－３n 　が整数となるような正の整数 n をすべて求めなさい。

（５）　二次方程式　x2  ＋
 
ax ＋ a ＝０　の解がただ１つしかないとき， a の値を求めなさい。
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－ 2 －

　右の図のように，線分ＡＢを直径とする円Ｏの周上

に２点Ｃ，Ｄがあり，ＡＢ⊥ＣＤである。

∠ＡＣＤ＝５８°のとき，∠x
 
の大きさを求めなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７点)

 　下の表は，ある中学校のバスケットボール部員２０人がフリースローを１人３回ずつ

行ったときの結果を度数分布表にまとめたものである。この表を用いて，２０人のボールが

入った回数の平均を求めなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７点)

x

ボールが入った回数（回） 度数（人）

０ ３

１ ６

２ ７

３ ４

計 ２０



－ 3 －

 　ラグビーの大会で，参加チームがそれぞれ１試合ずつ

対戦するときの総試合数を考える。例えば，右の図はＡ

～Ｄの４チームが参加するときの対戦結果をまとめる表

であり，総試合数は６試合である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７点×２＝１４点)

（１）　参加チーム数が６チームのときの総試合数を求めなさい。

（２）　参加チーム数が n チームのとき，総試合数を n を用いた式で表しなさい。

 　右の図のように，Ａ～Ｅの５つのマス目を進む白い

コマと黒いコマがＡのマス目に置いてある。大小２つ

のさいころを同時に１回投げ，大きいさいころを出た目

の数だけ，白いコマをＡから１マスずつＢ→Ｃ→Ｄ→

Ｅ → Ａ → Ｂ の順に進ませ，小さいさいころの出た目の

数だけ，黒いコマをＡから１マスずつＣ→Ｅ→B→Ｄ

→ Ａ → Ｃの順に進ませる。このとき，白いコマと黒いコ

マが同じマス目に止まる確率を求めなさい。ただし，さ

いころを投げるとき，１から６までのどの目が出ること

も同様に確からしいものとする。　　　　　　（７点)
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－ 4 －

　右の図のように，２つの関数 y ＝ ax2（aは定数）… 

y ＝ －２x …  のグラフがある。

点Ａは関数 ，  のグラフの交点で，点Ａの x 座標は

－６である。点Ｂは関数  のグラフ上にあり，点Ｂの

x 座標は４である。

また，点Ｃは点Ｂを通る直線と関数  のグラフとの交点

で，点Ｃの x 座標は－１である。

このとき，次の各問いに答えなさい。（７点×３＝２１点)

（１）　a の値を求めなさい。

（２）　線分ＢＣ上に２点Ｂ，Ｃとは異なる点Ｐをとり，Ｐの x 座標を t とする。

また，Ｐから x 軸にひいた垂線と x 軸との交点をＱとする。

　① △ＢＰＱの面積を， t を使った式で表しなさい。

　② △ＢＰＱの面積が△ＡＣＰの面積の 
１
－
２ 

となるときの t の値を求めなさい。

　　 ただし，根号がつくときは，根号のついたままで答えること。

x

y



－ 5 －

　一辺の長さが６cmの立方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨが

ある。

この立方体の各面の対角線ＢＤ，ＢＥ，ＢＧ，ＤＧ，

ＤＥ，ＥＧを辺とする立体ＢＤＧＥを考える。

このとき，次の問いに答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　（７点×２＝１４点)

（１）　この立体の表面積を求めなさい。

（２）　この立体の体積を求めなさい。


